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保健医療介護部保健衛生課

新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）に対する今後の県の対応について

今回、流行している新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）は、多くの患者が軽症のまま回復してい

る。

現在、この新型インフルエンザ感染者は、国内外で増加しており、国内では、海外渡航歴があ

る事例や学校における集団感染事例以外にも、感染源が不明である事例が散発している。

このため、厚生労働省は、患者数の急激で大規模な増加をできるだけ抑制・緩和するとともに、

重症患者に対する適切な医療の提供を重視した対策に切り替えることとし、医療の確保等に関す

る運用指針を改定した。

これらの状況を踏まえ、現在の新型インフルエンザについては、季節性インフルエンザと同程

度の病原性と捉え、今後の福岡県における新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）に対する対応につ

いて、次のとおりとする。

なお、本対応については、新型インフルエンザウイルスの病原性の増大等の状況変化により適

宜見直すこととする。

１ 外来体制について

(1) 原則として全ての医療機関において行う。

(2) 発熱患者が、産科医療機関や透析医療機関等、基礎疾患を有する者の専門外来を受診

する際には、事前に電話連絡するよう呼びかける。

(3) 医療機関は、発熱患者へのマスク着用、診療にあたる医療従事者のサージカルマスク着

用等、季節性インフルエンザ対策と同様の院内感染対策を徹底する。

(4) 現在、開設している専用外来については、医療機関における外来診療の開始に伴い廃止

する。

(5) 電話相談窓口については、医療機関へ外来診療が移行された時点で、夜間、休日等の

時間外相談は中止し、通常の相談体制に戻すこととする。

２ 入院体制について

(1) 軽症患者は、原則として自宅療養とする。

(2) 重症患者や基礎疾患を有する者等（妊婦、乳幼児、高齢者、慢性呼吸器疾患、慢性心疾

患、代謝性疾患、腎機能障害、免疫機能不全等）の治療で入院が必要と認められた場合は、

「入院協力医療機関」の協力を得て行うこととする。



３ 発生状況の監視

(1) 学校、施設等での新型インフルエンザの集団発生を早期に把握するため、医師、学校、施

設等から、同一の集団内における複数のインフルエンザ患者の発生についての連絡を受け

る。

(2) 新型インフルエンザの重症者の発生状況の把握をするため、インフルエンザと診断された

入院患者のＰＣＲ検査を行う。

(3) インフルエンザ全体の発生状況を把握するため、インフルエンザ患者定点医療機関による

発生報告を継続するとともに、ウイルスの詳細な情報を収集するため、インフルエンザ病原体

定点医療機関においてインフルエンザと診断された患者のＰＣＲ検査を行う。

※ インフルエンザ患者定点医療機関（１９８施設）

インフルエンザの発生状況を地域的に把握するため、インフルエンザを診断した場合に患者数の

報告を行う医療機関

※ インフルエンザ病原体定点医療機関（２１施設）

インフルエンザウイルスの詳細な情報（型別、薬剤耐性、ウイルス変異）を収集するために検体を提

供する医療機関

４ 社会対応

(1) 県民への呼びかけ

感染防止のため、手洗いやうがいの励行、咳エチケットの徹底などを呼びかける。

(2) 学校・保育施設等の臨時休業の要請等

・ 学校、放課後児童クラブ、保育所等において感染者が児童生徒である場合、必要に応

じて当該児童生徒の所属するクラスの臨時休業を要請する。 なお、学校等において、感

染の広がりが想定される場合には、必要に応じて当該学校等の一部又は全部の臨時休業

を要請する。

・ 通所に係る障害者施設及び介護事業所において感染者が発生した場合は、利用形態

等を勘案し必要に応じて、一部又は全部の臨時休業を要請する。

５ 情報提供

医療機関や市町村等に対して、適宜必要な情報を提供する。



原則として全ての医療機関が対応する。
院内感染防止対策＊の徹底。

発熱患者の受診の流れ 【基礎疾患等を有しない場合】

自 宅自 宅

原則 例外

軽快退院

入院の必要性の判断

診療

一般医療機関

＊院内感染防止対策 季節性インフルエンザと同等の対応を各医療機関の判断で行う。

○発熱者へのマスク着用の徹底 ○医療従事者のマスク着用の徹底 など

入 院

急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

症状の程度か
ら入院治療の
必要性を判断

症状増悪

受診



原則として全ての医療機関が対応する。
院内感染防止対策＊の徹底。

発熱患者の受診の流れ【基礎疾患等を有する場合（妊婦以外）】

自 宅自 宅

不要 必要

軽快退院

入院の必要性の判断

診療

かかりつけの医療機関 等

＊院内感染防止対策 季節性インフルエンザと同等の対応を各医療機関の判断で行う。

○発熱者へのマスク着用の徹底 ○医療従事者のマスク着用の徹底 など

入 院

急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

症状の程度や基礎疾患
の状態から入院治療の
必要性を判断

症状増悪

基礎疾患等
ここでいう基礎疾患等とは、新型
インフルエンザに罹患することで重
症化するリスクが高いと考えられて
いる者をいう（ハイリスク者）。
通常のインフルエンザでの経験に
加え、今回の新型インフルエンザに
ついての海外の知見により、以下の
者が該当すると考えられる。

妊婦、幼児、高齢者、慢性呼吸器
疾患・慢性心疾患・代謝性疾患（糖
尿病等）・腎機能障害・免疫機能不
全（ステロイド全身投与等）等を有し
ており、治療経過や管理の状況等
を勘案して医師により重症化のリス
クが高いと判断される者。

速やかに抗インフルエンザ
ウイルス薬を投与する。ま
た重症化するおそれがある
者にはPCR検査実施。

受診



原則として全ての医療機関が対応する。
院内感染防止対策＊の徹底。

発熱患者の受診の流れ 【妊婦の場合】

自 宅自 宅

不要 必要

軽快退院

入院の必要性の判断

診療

かかりつけの産科医療機関もしくはその他の医療機関

＊院内感染防止対策 季節性インフルエンザと同等の対応を各医療機関の判断で行う。

○発熱者へのマスク着用の徹底 ○医療従事者のマスク着用の徹底 など

入 院

急な発熱と咳やのどの痛みなどの症状がある

症状の程度や妊娠
の経過から入院治
療の必要性を判断

症状増悪

受診妊婦に症状を認め
た場合、妊婦から
妊婦への感染を極
力避けるため、産科
医療機関において
は、あらかじめ電話
してから受診を求め
る等の対応を図る。




